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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年11月18日(2021.11.18)

【公開番号】特開2020-64123(P2020-64123A)
【公開日】令和2年4月23日(2020.4.23)
【年通号数】公開・登録公報2020-016
【出願番号】特願2018-194671(P2018-194671)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/24     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   13/00     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/24     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月6日(2021.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無限遠から近距離へのフォーカシングに際して隣り合うレンズ群の間隔が変化し、全系
の横倍率をβとしたときにβ＝－１．２となる第１の合焦状態をとることが可能である光
学系であって、
　無限遠から近距離へのフォーカシングに際して移動する複数のフォーカスレンズ群を有
し、
　無限遠合焦時において前記複数のフォーカスレンズ群の中でフォーカス敏感度の絶対値
が最も大きいものと２番目に大きいもののうち、物体側にある方をレンズ群ＬＡ、像側に
ある方をレンズ群ＬＢとし、
　前記レンズ群ＬＢの像側に配置された全てのレンズから成る部分光学系ＬＣは負の屈折
力を有し、
　前記第１の合焦状態における前記部分光学系ＬＣの焦点距離をｆＬＣＸ、前記第１の合
焦状態における前記光学系の焦点距離をｆＸとしたとき、
　－３．００＜ｆＬＣＸ／ｆＸ＜－０．５０
なる条件式を満足する光学系。
【請求項２】
　β＝－１．０となる第２の合焦状態における前記部分光学系ＬＣの焦点距離をｆＬＣＹ
、無限遠合焦時の前記光学系の焦点距離をｆとしたとき、
　－１．２０＜ｆＬＣＹ／ｆ＜－０．２０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載の光学系。
【請求項３】
　前記レンズ群ＬＡの焦点距離をｆＬＡ、無限遠合焦時の前記光学系の焦点距離をｆとし
たとき、
　０．１０＜｜ｆＬＡ／ｆ｜＜０．５０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１または２に記載の光学系。
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【請求項４】
　前記光学系において最も像側に配置されたレンズの像側のレンズ面から像面までの無限
遠合焦時での距離をｓｋ、β＝－１．０となる第２の合焦状態における前記部分光学系Ｌ
Ｃの焦点距離をｆＬＣＹとしたとき、
　－１．００＜ｓｋ／ｆＬＣＹ＜－０．１０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項５】
　無限遠合焦時における前記レンズ群ＬＡのフォーカス敏感度をＥＳＡとしたとき、
　２．５０＜｜ＥＳＡ｜＜７．５０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項６】
　無限遠合焦時における前記レンズ群ＬＢのフォーカス敏感度をＥＳＢとしたとき、
　０．１０＜｜ＥＳＢ｜＜６．００
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項７】
　無限遠合焦時からβ＝－１．０となる第２の合焦状態となるまでの前記レンズ群ＬＡの
移動量をＭＡ、無限遠合焦時から前記第２の合焦状態となるまでの前記レンズ群ＬＢの移
動量をＭＢ、無限遠合焦時の前記光学系の焦点距離をｆとしたとき、
　０．０５＜（｜ＭＡ｜＋｜ＭＢ｜）／ｆ＜０．６０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載された光学
系。
【請求項８】
　開口絞りを有し、
　無限遠合焦時の前記開口絞りから像面までの距離をＤｉ、無限遠合焦時の前記光学系の
焦点距離をｆとしたとき、
　０．５０＜Ｄｉ／ｆ＜１．５０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載された光学
系。
【請求項９】
　前記光学系において最も物体側に配置された第１レンズ群は正の屈折力を有することを
特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項１０】
　前記第１レンズ群の焦点距離をｆＬ１、無限遠合焦時の前記光学系の焦点距離をｆとし
たとき、
　０．１０＜ｆＬ１／ｆ＜２．５０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項９に記載の光学系。
【請求項１１】
　前記レンズ群ＬＡは負の屈折力を有することを特徴とする請求項９または１０のいずれ
か一項に記載の光学系。
【請求項１２】
　前記光学系において最も像側に配置されたレンズは正の屈折力を有することを特徴とす
る請求項１乃至１１のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項１３】
　前記光学系において最も像側に配置されたレンズの焦点距離をｆＩ、無限遠合焦時の前
記光学系の焦点距離をｆとしたとき、
　０．２５＜ｆＩ／ｆ＜２．２０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１２に記載の光学系。
【請求項１４】
　前記光学系において、撮影倍率が最大であるときの横倍率をβｍとしたとき、
　－５．０＜βｍ＜－１．２
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なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか一項に記載の光学系
。
【請求項１５】
　前記光学系において無限遠から近距離へのフォーカシングに際して移動するレンズ群は
、３つ以下であることを特徴とする請求項１乃至１４のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項１６】
　開口絞りを有し、
　前記レンズ群ＬＡは前記開口絞りの光入射側に配置され、
　前記レンズ群ＬＢは前記開口絞りの光出射側に配置されていることを特徴とする請求項
１乃至１５のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項１７】
　前記レンズ群ＬＡは、負レンズと正レンズを含む３枚以上のレンズを有することを特徴
とする請求項１乃至１６のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項１８】
　前記レンズ群ＬＢは負レンズと正レンズを含む２枚以上のレンズを有することを特徴と
する請求項１乃至１７のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項１９】
　前記光学系において最も物体側に配置された第１レンズ群はフォーカシングに際して不
動であることを特徴とする請求項１乃至１８のいずれか一項に記載の光学系。
【請求項２０】
　請求項１乃至１９のいずれか一項に記載の光学系と、前記光学系によって形成される光
学像を光電変換する撮像素子と、を有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　条件式（８）の下限値を下回ると、開口絞りＳＰより物体側のフォーカスレンズ群の移
動量が小さくなりすぎ、フォーカシング時の球面収差や像面湾曲の変化量が増加してしま
う。
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